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新 しいpenicillin系 抗生物質のTA-058を 尿路感染症26例 に投与 し,臨 床効果 を検討 した。投

与量は1日2gな い し4gで,5日 間投与終了後に効果 を判定 した。急性単純性腎盂腎炎1例 は著

効,複 雑性尿路感染症22例 の総合臨床効果は,著 効4例,有 効6例,無 効12例 で,有 効率 は455

%で あった。投与量 による有効率の差は認め られなかった。菌消失率 は26株 中12株462%で あっ

た。副作用 としては,自 他覚的症状 を呈 した例はな く,一 般検査値の異常 も認 め られなかった。

緒 言

TA-058は 田辺製 薬株 式 会 社 に お いて 開発 され た6位

側鎖にN4-メ チル-D-ア スパ ラギ ン を有 す るペ ニシ リ ン

系抗生物質で あ る(Fig 1)。

Fig 1 Chemical structure of TA-058

本剤はグラム陽性菌,グ ラム陰性菌に抗 菌力 を有 し,

穀菌作用は比較的強 く,in vitroに おける効果よ りin

vivoにおける効果托優れ,各 種実験感染症で優れた治療

効果が認め られている。 また本剤 は体内で はほとんど代

謝を受けず高串に尿中に排泄 される1,2)。

そこで我々は本剤 を尿路感染症 に投与 し,そ の臨床効

果および副作用について検討 したので報告す る。

対象および方法

(1) 投 与 法

投与対象は昭和56年8月 より昭和57年1月 までに東

京大学泌尿器科およびその関連病院泌尿器科における入

院患者で,尿 路感染 を有す る26例(男 子20例,女 子6

例,年 齢20～85歳,平 均677歳)で ある。ただ し,3

例 は本剤投薬前の尿培養 で菌陰性で あったことより効果

判 定か ら除外 した。 効果判定が 可能であった23例 の内

訳 は,急 性単純性腎盂腎炎1例,複 雑性腎盂腎炎8例,

慢性複雑性膀胱炎12例,前 立腺術後感染症2例 であっ

た。なお22例 の複雑性尿路感染症の 基礎疼 患は,前 立

腺肥大症9例,膀 胱腫瘍5例,神 経 因性膀胱2例,尿 道

狭窄2例,腎 結石,腎 杯憩室,膀 胱 尿管逆流,前 立腺癌

各1例 であった。

投与方法は1日2g朝 ・夕2回 静注お よび点滴静注が

13例,1日4g朝・ 夕2回 投与が12例, 1日1回2g

投 与が1例 で,投 与期間は全例5日 間 とした。

尚,起 炎菌に対するMICは 田辺製薬微 生物研究所 に

て測定 した。
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(2) 効梁判 定

UTI研 究会の薬効評価基準(第 二版)3)に準じて判

定した。

(3) 副 作 用

本剤投与26例 全例につき自覚症状および検査可能で

あった症例につき血液像,肝 機能,腎 機能を検討した。

成 績

(1) 総合臨床効果

症例 および臨床成 績を一括 してTable 1に 示した。

急性単純性腎盂腎炎の1例(No.26)で は,細 菌尿 ・膿

尿共に消失 し,著 効で あった。UTI薬 効評価基準に

Table 2 Overall clinical efficacy of TA-058 in complicated U. T. I.

Table 3 Overall clinical efficacy of TA-058 classified by type of infection

Table 4 Clinical efficacy according to the dosage administrated
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従って効果判定可能であった 複雑性尿路感染症22例 の

総合臨床効果をTable2に 示 した。著効4例(18.2箔),

有効6例(27.3%),無 効12例(54.5%)で,総 合有

効率は45.5%で あった。 膿尿・細菌尿に対す る 効果 を

みると,膿尿については正常化6例(27.3%),減 少4

例(18.2%),不 変12例(54.5%)で あ り,一 方細菌

尿に対しては菌消失8例(36.4%),減 少2例(19.1%) ,

菌交代1例(4.5%),不 変11例(50%)で あ った。

UTI病 態群別に有効率をみたのがTable 3で,第

1群20%(10例 中2例),第2群100%(2例 中2例),

第3群50%(2例 中1例),第4群100%(5例 中5例)

であり,単独感染では52.6%(19例 中10例)の 有効率

となり,混合感染は第5群 の3例 のみであったが,3例

共無効であった。またカテーテル留置の有無で比較 して

みると,非留置群9例 では88.9%(9例 中8例),留 置

群13例では15.4%(13例 中2例)の 有効率であ った。

投与量別にみると,Table 4に 示 した通 りで,1日29

投 与群11例 で は著 効1例,有 効4例,無 効6例,1日

4g投 与 群11例 で は著 効3例,有 効2例,無 効6例 で

両 群 共に 有 効率 は45%で あっ た。

(2) 細 菌 学 的 効果

細 菌学 的効 果 の 面 か ら検 討す る と,Table5に 示 し

た如 く,本 剤 投 薬前 尿 中 か ら分離 され たE.coli 4株 中

3株, P.aeruginesa 4株 中2株,Enterebacter3株 中

2株, P.uuigartsお よびP.mirabilisは3株 中1株,

Klebsteila, Citrabacter, S.aureus各1株 は消 失 した

が, Serratiaは4株 中4株, P.aeruginesa, P.oulga-

ris, P.mirabiiis, P.merganii各2株, Entsretucter 1

株 が存 続 した 。菌 消 失 率 は46.2%(26株 中12株)で あ

った。 ま た投薬 後 出 現 株 と して, S.epidermidis, Micr-

ocecctss, Serratia, P.vvlgaris各1株 計4株 が認 め られ

た 。 な お細 菌学 的 効 果 とMICと の 関連 をみ てみ る と,

Table6の 如 く, MICを 測 定 し得 た24株 中,MICが

25μg/ml以 下 の11株 で は10株 が消 失,100μg/ml以

Table 5 Bacteriological response to TA-058 in complicated U. T. L

Table 6 Relation between M1C and bacteriological response
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上の13株 では3株 が消失,10株 が存続 していた。

(3) 副 作 用

本剤投与26例 全例 において 自他覚的症状 は 皆無であ

り,臨床検査値において も本 剤投与のため と思われる変

動は認められなかうた(Table 7)。

考 案

今回我々が検討 した 複雑性尿路感染症22例 の 総合臨

床効果は,著 効4例,有 効6例,無 効12例 でその有効

率は45.5%で あった 。 これは 全国集計成績1)と ほぼ同

程度の成績であ ったが壁,UTI病 態群別 にみ ると,カ

テーテル留置症例が第1群10例,第5群3例 計13例 と

全体の59%を 占めてお り,そ の有効率が15.4%と 低率

であった。反面カテーテル非留置症例9例 では,単 独感

染のみではあったが8例 が有効であり。これは他の抗生

剤と比較して遜色ないもの右思われた4～6)。投与量別の

有効率は1日2g投 与群 と1日4g投 与群共 に45%で

あり,我々の症例ではdose responseは 認め られなか

った。

細菌学的効果の面では,菌 株数が少な くはっきりした

ことは 言えないが,起 炎菌26株 中12株,46.2%の 菌消

失率はやや物足 りない感がし た。.菌種別にみ るとE.coli,

Enterobacterの 消失率は良好であ ったが,Serratiaは

4株全て存続,1株 が投薬後出現株 として認め られ,

Protetts sp.では8株 中2株 消失,6株 存続,1株 投薬後

出現株として認められてお り,Serratiaお よびboteus

sp.の菌消失率は低率であった。P.aeruginosaは4株

中2株消失,2株 存続 であ り,そ の菌消失率 は50%で

あった。更にMICを 測定 し得 た24株 につ いて 検討 し

てみると,MICが100μg/ml以 上の 菌株が半数以上

で,存続 した11株 中10株 が100μg/ml以 上のMIC

であった。MICが25μg/ml以 下の11株 では10株 が

消失 しでいた。これ らの所見よ り,抗 薗力が臨床効県に

反映 してい るもの と思われた。

副作用に関 しては,自 他 覚的症状お よび検査値 におい

て も異常 は認め られず,安 全性の高い薬剤 であ ると思わ

れた。

以上 よ り,本 剤 な症例および菌種 を選んで用いるな ら

ば尿路感染症に対 して更に有用性が期待出来 ると考え ら

れた.
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TA-058, a new semisynthetic penicillin, was administered to 26 cases with urinary tract infect-

ions. All patients received TA-058 of 2•`4 g for 5 days. One case of acute simple pyelonephritis 

showed excellent result. The results obtained in 22 cases with complicated urinary tract infections 

were excellent in 4, moderate in 6 and poor in 12 cases, with efficacy rate of 45.5%. There was no 

relationship between daily dose and the frequency of favorable responses. In bacteriological responses, 

eradication of strains resulted in 12 (46.2 %) out of 26 strains. 

Neither subjective symptoms nor abnormal laboratory findings to the drug were observed.


